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1.I転生物質によ.る酵素阻書反応に関す る研兎 (辞一朝).不飽和ケ t･ンによるバ ＼イ

ン作用b阻書 :按辺~稔,岡刑邦久,森~･忠犬,伊波m失 く北氾泣大嶺 が 7:印 凸芸化学印 1

26.12.14受理 l
ーヽ

､不飽和ケI.__./は殺d抑爪は 和しIbCおるものであ?て.

1lJ33年Gmdingcr(I)･は Berizophenoneを,Peet-

Graqy 班による役虫粥鮫のB!･r物Tiとして扶ml･て

おり,長潮(℡)は除虫IJju.燃塊によって生ずる馳 1.成分の

研究を詳細に行って,･この切付 Acetophcn'oムe等あ;

生ずが拝を確認し,妃にこれ呼をヨ占礎とした一速の牝

介物の設卓1._m 施 試放して Ilenzophenoncが弧-JJな

燃茶剤でああと報や.'･しており,叉位近では Smith¢)

等,市野(1)等の研究がある｡.しかL殻瓜作目の立切か

ら不飽和ケトンの作川椎精を検討した稚JJiも無く,叉

他の一般的な抗生作用機構の'Rn)]も全て不地和ケトン＼

の馳 ミ作用機桃の附njJには不十分である｡-,･

不飽和竹 ･./tま抑くの如く弧力な殺虫-力をれ てい

るが同時:に抗前作mをも11l-しており,これに就いては

FreAedlander,'5'GL･itrc.r,16'McCo､vnの 等の数多

くの_WLLl･がある.柑 こGeigeran(1Connは拡粥作

用横柄の氾兜を詳細に1'iい,槻生物の代謝荘物である

(lavacih..lX=enicillicacid･の抗間作川が過剰ゐマ

ーカブ11Fi,zl.N地 文は>:ステイVによっていづかもホ･H;I

の中にはSII益を倉むもあ細 F常に多くあるので,SH~-

･進と指抗ナもーと云 う問題に由L七現象論的に特央性を 二

__､朽ちにこれだけで証n)]する取 ま不可能であろう｡~例え､

Ilil,PcnieillicL･lCi｡.､davacih等甲仲用は生体に於 ･

牡も活性の'sII化食物を不活性化さi･るもあであっ

て,.この作朋が預加した S叫 ヒ食 物 .(マーカブ トNLLl

横臥 5'ステイソ,チ力価 恨 ゾ-ダ)によって打附され `

ると云う祁箕をこの SII詮の蚊畑 としてい るがこの

打汀nノに位われたSll=化介物が一昨宍上代謝物Ttであ

るかどうかは全 く考えに入れられていないのである｡

土のように不飽和ケトソの作Fl姥 ホ活附 ヒする物'Pは;

あってもそJLが鮎ちにその附り隈精を認n)]する.0に十 一

分な根拠を与え柑るものとは,uJ.われない.一雄者等はこ

のような考?,Liのもとに,生爪細胞に不飽和ケトンを加 ･.I

える,fnこきつ七そこに起る桐々の孤如 ､らその作用牒

_純を肺肝するIJfもこの剛1'J'.ff仰什㌢る･上に露要な∵方 L

淡と考え,光づP.lr.linnscに対する不飽和ケトンの-_/

17lt･Jl他 出湖 m胞にlLi成すろ代謝物'L-1の抵抗と-qi二酵素-

肘 ヒさlL,又≠オ琉椴 ソーダが Cla'vaeinの作川を

阻1ヒする邦から,･これ等抗生物門の作川はその柿A･中

のa,β不地和ケトン非によもものであってトこれが徴

生物の群=紛いのSII非を判飢する応であると述 べて

次の如き挟式をあげている｡､

R′

R′-C-Cq-'Cく::i_,･S王i1- Rl,-C-cH･-C-R}′′一

t

也 L18 占lI

叉Methyloxidc,Jsophron,Indalon,tlcnzahcetoI

phedone,̂ crylop1-cnone 等の他の.a:p不飽和ケ

ト･/に就いてもその発In抑剛'I州 を糾映し,■これ等の

内で､･AcrylopheFtOnC のみが粥舵の拓牡を'1-=し,し

かもこめ作mtよマーカブ川冊 塊とS,ステインに'よっ

てFtl止されるが, 13cnzal.lCCtOPhcnoncのl;見な恥 ､

､ ､ ･In他の化合物は阻止されない籾を汲め.これは不1'.riz榊

ケトyJ.rsわ化学的反応性の益94･によると視n))してい,-Jo

L蛇にこの SII旺応劫が認められてし.'るが これ等の

IJf光だけでは広滋の抗生作T7】磯椛の縦列に次の瓜から

考え七十分ではないと考えられ右｡EIjち必甜 ヒ説直物

＼＼､

に対する抑制Tn州 との関迎牡の河から氾求した.

佃 P:tptlinnscの仲川横柄に就いては古くから論議 -

され,13ersiも,-(UGrassm左nn,サ Ma.chmaIm and,I

llelmet,(10)MayerandBorgen(ll)等 は Papainase

の活性基はチオ-ル系からT=I)',その活性化は次の如

き可適反応に盛くとしている｡

2111-SH+R′SSR′ニRSSR+2R′SH1.

p.lpain.lSCがS,よティン,硫化水鼠 苛酷等により .

W;･肘 ヒさ.lt.ろのはこれ等の物Ttが温元仲川を和する部

によると述べている｡Rcplcytl2'はアスコルピン研の

酎 ヒ道元と PapaiPaselのW拙 化との田旅からこの劫

を文持 しており.又 .Krebs;(13)licllermann,(I一一

i3alls'15'琴もSII姐 まこの方糊抑川に不可欠である

と述べゼいる.･与れた反してBergmann'16'は 7ユ ニ

-ルヒドラヂy及びで､J(tTpキシルアミ･/によE)帆;E･

せられ 又過機化水素で作m-))を蝉ずる雅からーCO

･非を,叉喚村 1̀77は-CHO2,rSを有すると結語箱して

いるIcjfli-近 JaLrg(19㌧:･L･:1=･J{写0'呼は･Papainaseはす

つ疎いLlとそれ以｣二の作mJ占な行む彫謀の税合作カヽ 叉

は光ったJJ'･uiによE)Wi比化される94･つた小心を和する

1
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虚説で車さと考えている適 者等もPapainase't'由 I主

兆をも食む2つ或いはそれ以上の碍牲基を含むものと_.

考え,不飽和ケトンの抗生作用機構のM.別と共にPaT

paina,S,e'の作用俊樹 こ闘'Lともそゐ脚抑こ努めたO
.臭 ▲験1万.読

突放に用いた不飽和ケ1二･/ほ次の■もtptせある.

Acet_ophenone,Acrylophenonc,13enzophenone,

･13cnzalacetophcnonc,FurfuTalacetoneiFurfura･

lacetopbenone･これ等は何れも文献記載や方法によ

り介成し,､そ.0特数によって確めた.供託化合軌 ま何

れ も水に不満元ので常法により酒精に湘 零して水や稀

､釈し0.1%酒柑砕波をTLて使用 した..対黙討晩として

'同比の0･1解酒給を添加したが阻害作用も叉埠に統括

作用も認B.られなかった｡酵素謁料は Pap年inaseと

LbFIPa卓ainを川いたoIPapali,nは市販のものを更

に一皮酒精沈澱法によL)精製し,収用世嗣に0.5%水

滴 液として他用Ll=O.癖 は市販の亨ヲチーyを嘩 批

澱法により数回精勤を練返し,この拾製ゼラチンをク

チ ン放校的液 (PH5･O)に3%仁なるように湖 弔し逓 ■

51とした｡Papain作川の測定法には,鼓白質の分解､

･によ唯 じたアミノ塾或いはカルキキ㌢ル基を定垣す

る方弘 田 切削 の非悉自態琴菜を定圭達する方法等も-

あるが,取丹野は h<orthrop(均 の粘姥法によって測
'ノ定 した｡

･1蓋 芸荒霊芝票 豊 芸品.完 讐 警&.3Sミニ.iTidlo完
皮計の入城巾に 10cc入れ..'放回粘蛇を計り-EjB班

-となった後予め同池比に作ったW=素液 0･2ccを直接 一

掃加し,手早く少故の基気を吹込みきく反応物を況和
し次いで一定時間矧 こその粘姥を湖岸したO･被畝袋物,

､統括物だの汚孟加は各実晩の目的に-よや七夫 所々要の時

に行1'た｡叉これ等の物質の捌 口量は後逸?如く夫々

の光政によって適当に定めた'.測定凪ま落下時llJ】の比

のみ糾 って相対粘度とし-比粘虚壷 はvBp-た こ1

と1.1て第･出した｡Ilo,､.flo-はぎラチソ及水の落下時間

′である｡

結果及び考轟 ∴ ′

光づ反応配分液中に上記 の不純御ケ'トyを当初､

よL)拭血して見ると Figlに見る如く′Papainの作

川に対して柳平な恥 珊 三川を/示した｡その中でも､Fu-

:rLuralac占tophcnotX,の阻害作用が鼓も六で あり,

次いで F.uriuralaceJo-ne=r-Be-nzalacetoph.enone,
Acrylophenone;I3ehzや11･enOr!e,,Acetophcnoneの ･

W こ附J-Jil仰 】は弱くなづ七いる｡前述のnf兜者達によ一

､.る放出繰職 に於ては B9nZOPh9nOneが蚊も強力に作

川し,t又 Ceigerar･dLConn の行った抗菌試畝の結

射 こよると,細田に対しては Acrylophenoll占机

･頻 状-Bnこ由しては.FurLuralacetopllenOneが放火の '.

■
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抗菌作用を流しており,これ等抗生作月榊 険の結光と

凍実験に於ける Papain印.謝 乍用との問には柑 こ四

速性は見られないO又こり Papain作TIJのm器には＼
'不地和ケ1,ソと基質との問に直接的な開陳が見られる(

BTJち不飽和ケトンが酵素の反応速度を汝少さ.せるので

-はなく,不飽和ケト串 基蜜とが好菜の同一の靴 帥I

(心を弔い合う観を呈しており,ノこの阻半.は所謂中部的

抑掛こよるものと考えられるo _

Bergmannは活性化された Papain!王｢合成べブ

チットを分解し,7エテールヒドラヂソにより強く阻
培せられ,qr詞 Pei,tjdaseとし七の作用の掛 ▲Paヮ

painI｣と r天然蛋白を分解するが.合成べブテッド

を分解せず,.フエ.I-ルヒドラヂyにより阻浴されな

い ProteiJascとしての作用の掛 ､PapainIり と

.)こFJけられると述べている.筆者等も不飽和ケ11ソの

肌部 別&,Papainを Pioteinaseと Pept王dasc

にFuけて考察して見た｡'7エエールヒドラヂy (5×

10ー7M)による附勤 ま,前述の粘度法では技応開始後

約10分迄は認められない (Fig.1A)｡'故に恕fLlq･も考
TF.g･1

-IV
･mMI .Ml

lll日l ーllt一ll l

10rZO30 一〇`50 ○○ 10 10 30 40 IO 60

Fig.1
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Tnhibitio'nofNaturalPapain.hy .

UnsaturitedKetonc!･

;認 諾::bhyyaaCcer;?lP.芸ehneOnn.ene

II】hibitioれbyb?nzophenone
InhibitionbybeilZalacetophenonAe

Inhibitionby,LurLuralacetone
lnhibiti6nbyfurL岬 lace,tophcnopc

/ .

｣

/



＼

/ ＼

ヽ

'､.防 虫 科

･I:Ctlntro1,TT:3×10~7AT.dn)g5.i(I(led,HT:
TJXIOl717tlrtlfrS.1(tdc(1.IV:.'=J火1017人Iphもn)･lhy11-
r.lZ.incaddc().TIle r̀eaetionlmi丈tulC(lot.1トでO-

ltJmCIO･4cc)eont･lins､10cc/･rrjtr･'ltCI川nTeror
PJZ.''.Ocont.lining O.3g ofgL,hlinJ.0.2cL･ムE

oI',.o'cnzymcsollltion･indOl2ccordnrgssolution/
tomakea鮎 alc-oncentrationor.'ix10-7.17,or
a×1017M.

えてい朗 nくPabainの作11Jの内∴坤 右後10分迄を I

Protcl甲S占作m ,その以稜を Peptidase.作mと見な

す郷が出来 る-;このような立切からFig･1の附帯曲

板を見もと不飽和ケトVは Proieinlase には作川を

武きず.Pe占tidase･に対して作用すると云い̂tf.托J,

以1咽来上井狐内?略号を棚 け る一弾括性心 p-し
a;ntN･̂ ･P).FT横柄肘ヒPapain'(rI･ヰ･P),シ
ステイン粥性化Papain(C.A.P),Furfdialacct-

Ophcnonc(F･∧),チオ琉頓 ソーダ(SJT.S). _

前述したようにGeiger等は不地中]ケトンの抗間作 -

川横柄に於て SH説を考えて13:.)'これに対し古くか

ら.Cooper(21'Jは1分手杓に q,β不飽和ケトン誠を

2附 け るキ′ ソ系化合物が抗荷作乃抱元すのは,こ

れ等の化合物が生体内の頚E帆 軌 litア ミノ俄のア

ミノ?r;と祇介する田としている,･班瀦等も供試不純和

ケ.トylとアミノ盗Sとあ推挽作JTJの和無を知ろうとしで,

10 20 30 40 10 60

min.

Flg･2 Tnhn)itionof､PapainhyFurruralaceト
ophcnoncltndthc n̂t.1gOnistic r̂tionof∧m
jllOAcids.

Ⅰ: Naturalpapaill(N.A.1り.

7: NAP+FurEur中acetophcnonc(ll･̂ )
T:､NAP.+aminoacid.

～tV: NAP+FA+aminoacid.

sameasihcr,rFcedingexperiment,'ekceptad-
ditionoELr:)×lr｢7人t aminoacids.

/ ､●
' --T/ -
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･′〆.)コ●コール.とうチヂ･/,_アイシソ,チt75//(5×

11017AT)を加え･FurEl]m lacetophenopebi,LIPain
rl'.lllに柑岬 fl桝 を放し･f{が,F･'g･21三見る如く何

･lX叩-_oM.I2×10~6M,,tしても,叉他の一不飽和ケ.ト

y.I-衰- ..r!･.1脚鹿化 聖 ain車軸 ･て_も向離 あ
って.･本邦 釦こ放ては発く不飽和ケト巧 ,7ミノ兵tl
の問に結城1判は舛いと云い1Fはる｡

射こPapainゐ珊kJ.bnJt=批いては15-くカ;ら多 く

の研究J5:,ち().1作m鳩の検討がF･T(}Eなさ7Lているれ

これ等活性剤と,攻い!に JL呼によ?て机肘 ヒされ,7L,

作川兆と不飽和TトV.とのf仙こ何等かの1.1航作川的関

一逆性があ 右?セはか -tかと云う?Jf.も海えられZJ.卿寸

∴は叩 準 P･lpainの作mをF'fLTfする.Q)は凪石生成物

であるポ･)べZlチッド‖身である′と.Lパ 姉別こよる活

肘 ヒはそのポ1)べ?lチッドの除去による邦を証明して

いる｡即ち苛横柄性化は､l'･叩ain の初潤の反応の以l

･筏に調旅するとタえられているとこの-if愉 こよる冊 r

A化と不飽和ケトyの附淵WIJとの抵抗作目を放し串｡
E.I.捕 矧土3%搾液0.ユcc~を恥 ､た(t7!脚 による捕･牲化

には邪千の時間を要すると云はれ. Wjllstattcr血

マJJl

10 20 30 10 - IO 的
Tn王n.

Fig.3 InhihltiqnofP.1painhyFurfuralaceト
ophenoneand thc n̂tagonistic Action of
Hydrocyanic ĉid･- ＼

T:､NAp IT:HydrocyanicLractil･ating
.･pap;liれ(打AP) 一 一ノ
HⅠ:･lIAP十FA IV:Arrow占yindicate

additlonoE0.lccof,3%･hydroc5,aplC
ncid.

SnmcLastheprecedingexperiment,exceptthat
o.lc.cof32.'hl･droc_vanicacid･Ltlvas.ldded-註t
theinitialーperiodorpeptidasepro:PSS.

`_ . . _3

＼
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執iL60分で最高値に達し,~それ以後は殆左t'-定伽

な声t.卑う､｡志村等は粘技法に於七胃酸添加正淡 に測
Lji!したものでも速効的効兄が見られ,.60分迄は殆んど

'･.同じ活性効米を示坤 と報}Ji･しており,･tA'親等も対･qiit

-T､試放!こ於て同様の結東を得たので,屑酸僻液を直接添

.加し, その直後よL)測定した.)_その結風土Fig:3 I

l羊見られる如く苛駿活性化･Papain'に対する不飽和

ケトンの作用は全く非活性化 .P.apai丘∵に対するP嘩

J棚 は 間際で,脊髄に羊を活性化と不飽和illソ車 L

zJ',一 柳 軒口との問には確抗的作用が掛 ､｡又苛政活性化

:--Lpapiinに対する不飽和り .ソ･の即怯 途中に印び苛酸

･,を別 け る恥 こ持 て阻昏佃 は',除去紳 得ぬ占､と考

え,め己開始後40分た於七添加L.JCが抵抗作用は見ら]

･れなかった｡印や土の芙鮫に放ては不脚 [(+)1I/-ゐ作

用は'lq･牌とも.又苛政によE)活性化される作用誌とも

√､坤抗せず,右の活性化炭 宅に関係が軒 ;
S,よティyによって Papainが活性化される寄カ?

･,ら;T3crsin執まこの酵素自身がチオ丁ル系よ.()なり-,

･/pap･linのS,ステイnyによ争活性化は可逆的な還元に

∴ よL)SflJ掛 ;遊鰍 こなる馬として∴Sfi_記を唱えて

いる｡それで試演等は常法により,･システイン塩酸塩

10mgを酵素埠 ぎcc中に含む如くにしてPapainを

06

＼一

min.

111g.4 1nhilJiIionofPapa]'nbyFllrfuralacet-
-('Phenone and theAntagonistic ActioTlQf,

C)･steine.･

Ⅰ:NAP ＼ⅠⅠ:Cystei_聖eactivatingpapal
一 in(CAP) `

lH:NAP+FA+Cyste)'ncIV:CAP+FA'
Sameastheprecedingexperiment,exceptthat
]Omgpapainwasactivatedby'1mg.cysteine
heforadditionofdrugs,or5×加-71W.cysteine
wasaddedatth古initial-period. -

4
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予め活性化させておき{これに対する不飽和 ケ ト･/

(5米1011M)の作川を見ると Fig･4 のlJの21u収 の

如くであづて,全く即地 肘 1紙 見られないO/

叉ナステ ィ-/の出を1/2として岬 肢の結粕 判 ら

れた｡次にシステインを不飽和ケ･トンと当払 反応時に

加えて見たが即也 作用は全く無かったol(Fjg･4,土-

の曲紋)叉 ,Furfuriil.acetojheムbn占を以づて非荊性 一

化 Papa享h:の作用を虹苔している反応途r帖 Yステ

イソ 1mgを加えるム FigA の如く Furfuralal.i

申oppepPnC l手よる阻LE-tま滑失-Lて作用地組 土予め

シテティ-/,7油 性化されたものと歪なるo以1･･の粥野

か●らS,?.ティyと,或いはS,去ティンにより子Ll一班化さ

れた､Papain/9作f13ま托 不飽和ケトンは肌らかにtlll･･

抗作壷 如 し.-しかも不鞄和ケ1,yと Pal'nin靴k
2Fsとの融 は比較的軌 ､二ものと考えられる｡

YtP lo
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一〇, Ld

TO203040150-60
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L
Fig･-
5AntagonistlcAction
_
ofCystcinc･

′
Ⅰ:NAPII:CAPIII:NAP十FA

IV:ArrolySindicateadditidn6Elmg.

.
Cysteinei

Co■ndition-sameasinFig.
4
,
-exceptthatlmg.
cystqinewasaddedatpeptidasepr｡CeSSI

Jaffiはチオ硫酸ソ三相'._
Papain
.
のゼヲチi,分

相こ汚性作fTは示す準を誼b-,J
この活性化よ
.
r!erg-

T.annの説の如≠オ硫酸ゾ-
_
-
ダが助酵素とし七印
す考のではないかと考えて
_
いる;舘者等はチオ硫頓ソ

･一旦と不f蜘ケ･1･ンの関係を同
様の加三で放した-那

Fig.
6̀の如く桔抗作用を京さなか?た｡･
以上を総括し堪る晩不納け
i
-./はPapain

Lの作mを肌省し.
しかもその阻静ま中部的抑抑こよる

ものと考えもれる-O
又Papaih
ー
め仰】をrPr
占tein.i
;占

とPeptidaseに分けて考窮すれば,
不飽和ケト･/l羊

＼

l1
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min.-
Fig.6 InhibitionofPapainhyノ FurLurLllILCさト

ophenoTn占andthe T̂ltagOnistl'C-ArtionofThi-
oslllfat占.

Ⅰ:NAP II:NAP+Thioslllfate(STS)
-ⅠⅠⅠ:NAP+FA IV:NAP十FA+STS

conditionssameasinFig.1.exccpトthatlmg.
sodiumthiosulfatewasadded.

るoPapainの作用に対し不飽和ケト'/はンステイy●と

獄着な括抗作用を布するが,アミノ誠とt't結抗しないo

又Papaini三軍愉 こより_挿性化される作用獅 ;有ると

すればその作胴長と_b抵抗しなtio吏に上述ゐ謂突放

の結果から,Papainは SH2irSを分むー2つ或いはそ

れ以上の作用基を含む酵素の校合作か;或いは失った

方掛 こよL)油性化されるgi_つた中心を持つもゐである

と云う説は正しいものと考えられる｡

｣脚 こ他の取-酵素作仙 こ対する作用並びに推抗物只

を挽討する卿 こよって.-不飽和ケ'トンの殺虫作用機構

をはじめ広蔀の抗生作用搾柄を解明したtJと思 う｡

(昭和26年517,日本農芸化学会大会にて発券) .､

､㌔Resumt≦

Thcantn)lot王C･mcchanismsoftlnSaturated:

ketolies,SomeoflYhicharcnewknowntobe

-importar)tてISinscctici(Icsor:tntlh叩terJ'als,

arc云otyetapprccialed,iヮspltcofmlny-in-
vestigations,ICooperstlggcstcdthattheanti-
1)acterialeffectIofttle γ̀,β-1】nSntllratedkctone

lVasduetoitsreactibilityup_onarninogroups

andsomein:.estl'gatorsattributedthecLrcetto

there.lCH)ilityuponSH groups'esscntjalto

livingsystems. 一

ー̀I/

卵 llT 挽 一

1nor(lcrtoclaritythemechanismsてIndthe

phc1-0mqnalspcciLicityasantibiotics'tllePre-

sentauthorsJlaVeStudie(Lthcinhibitorya乍tion

oEs叩 Cα'β-I-nSaturatedkctone_S,asacetophe-

nonc,henzophenon_C.her)zalacetophenone,acr-～

ylophenonp,.LurluralよcctoneandfurLuralace-

tophenone,rto papnin activity.The activity

anditsinhibltioztbyttlekctoneSWeremeasu-

redupon.gelatinesolutionbyNorthrop'S ,ヽis-

C垂 net'ricmethod,and-th占resultsa,rerepres-
entedin.Fig.1.

Each ketonejrlhibl'tedtheenzyme activity

evidehtlyand furfuralacetophenonewasthe

mostpol÷erfulinhibitor.Thesere飢11tsir)dicat二

cdthatthereWasTiotAny relation between

theenzymcinhibiting actibr)of theketones

andtlleSeantibacterialorinseeticidnlactivit-

ies,alreadyreportedbymany′autllOrS.Andthe

inhibitionformoftheketonctotheer･zyme

mightbeconsidered=LSCOmPCtltiヽ-cbnc･

･J･0氏ndc.utthemehbnliteantagonistofthe-

inbH'itors',一thep,escntIntllhorsim･CStigated

theantagonl'sticactionsofaminoacids,hyd-

rocyanicacid,cysteJncandthiosulfate,known

asltheaclivatorsofthe'cn2:ymeltOtheketone

tlPOninactivatedpap･lin,andthebehaviorof

liCN-andcysteine-palmintotheL･etone.Cys-

te'ipeantagon王zedtt)thecquil･alentketorie,but
theotheractivatorsofpapa:n hadno,cLrectI

Sotheinhibitionhytheketoneis related to

thesulLhydrylgroups.probLlble紘 papaln,
whici-shouldbeactivatedbycystelne.くFig.

2丁6)
Theketone･didnot･inllibittlleI】ergmann's
?.

papalnprOteinase,buthispeptidase.-̂ lldnot

allactiv;ttorsof/-papaln antagOnizcd tothe

cnzyme-inhI'hJtingketone.sothepresentRuth- .

I0rSSIJPPOrtthetheorythatpapalnnSeisamix-

tureoLdiLrcrcntcnzymes,orthatitpossミSS-
es ･ヽariouscentersIVhJch areactiV.ltedin.1
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I En'glishresume10) ＼

.,2∴ B'叫 の放電全壊匹関わ 研東 t̂l!由

比胡化学酢飯宣)27.～2.1O受慮 ,

TIItC の謹呈比脚 こ関しては多くre)特許が捉llIさJ,LL
柑 こm IC一中の.γ合ia:を組々な触媒を川い て桁加や＼

しめんとする特許も多いが,現在の所い?'JT･も未だ縫 rA

iC牡に乏しい技である｡私軽は多塩化 cycl示 x,ene

の払射 脱 応の帝悦 からIDHC中の ./含正を湖 畔 .

しめるには山来るナitl掛 ･条件や下車べyゼンを塩素

化する叫が必要であると考えて,和声放電屯場内でづ ＼

ンゼyと塩素を反応さして;_BHF を合成するqf･兜を

行ったO -､__ l
!.･I.rl放唱の化学作取手周 しては古くから̀研究が行わ.

れているが未だに明確な理盃はな(I,柑 こ有扱合成反∴

応に放てEの化学作用を応mした研究はなかったが旋近

杉野氏掛 ,"は放花場内でペソセγとアシモ-て瓦肋 ､

らi1-.,./争 叉ベン'ゼソと酸輿 からウエノん を

t

合成した｡､ / ン

私達は先b+-7:･陥軍政として図に元す如 きオ け げ

｢夢電管と同形式や小型反応管を恥 !rBHC.の放電

合成に及ぼす光税;_況度及びべ･/.ゼ./と蜘 出合比 て

等の影矧 こついて芙致した｡ `

光班の影響については'放屯場内では光叉は7ルカ ニ

.Dの存iEなくても ,/合匙の熟 '.I3HC (γ今立18ヤ r

昭和26年5月 BHC研軍令でT:部発表

L

＼

しーヽ

稔,望月安臥 牧村'陸,青田敏郎､(京都大学
ノ

20%)か生成するが反応速度が極やて主軽 く如 師 が

熟 -｡･叉生成した BHC は光税法のもの.より数分貯

一色を珊びて ､ゝる｡,そこで反応皆の両州こ40W ･の班光

醍2⊇放 設け丁光準 由射し乍ら放取如 弛 試みたqTr.

γ.合丑は余り.変化せねが反応率は非常に良く叉牛成し

た BflJC-.の品矧 ま極めて良好となったO従って以後

の放柁合成突放には全て光税を併用しr=｡

iEi姥の影静まr合札 反応率準に 20-300附姓がrI

一斑も良い技に思われ氾度が余り低くでも高く耳,も.い

:3'れも良くない結果を得た｡文筆成し串 ･BH7･は拓

喝のーもの程燈巴がjBi(_悪臭も掛 ･様である｡叉反晦時

佃 を延長すると反応率は各組兜とも一抹に籾大するが

γ含丑は逆に低下する｡之 は反応時間を長くするとTE

･･扱斑応が増しγ含丑が低下するものと戯hILるこ.1
次にべ./ゼyと塩素の混合比を調べろため,め 瓦皿(I

j虚及びべ/tゼゾの流下時間を丁定に､して垣紫の洗流並

-を劉 ヒして反転せしめた夙 混合比･(r･+ンゼソと塩素
の_fri出比)が 3,-≠附近が,BIICの生成率及び).倉

並共に位迫である技に一駁われる｡普通の光批法では況

I'el･とは大略5附近であり,之より小即ち塩栽故が大と

--なると反応皆壁に結晶が附志し易くなるが.放Tti合成･

･では結晶は管壁に野付蔚し難く叉供え附野しても畔がれl ､†
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